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         本製品を安全かつ正しく使用して頂く為に、お使いになる前に本書をお読み頂き、 

十分に理解して頂くようお願い申し上げます。 

 

 

 

 ! ! 

 ! 
誤った取扱いをすると、傷害や軽傷を負う可能性及び物的損害の

発生が想定される場合を示します。 
（なお、注意に記載した事項でも状況によっては重大な事故に結

びつく場合もありますので、必ずお守り下さい。） 注意 

警告 
 ! 

本書では、本製品を安全に使用して頂く為に、注意事項を次のような表示と記号で示しています。 

これらは、安全に関する重大な内容を記載しておりますので、よくお読みの上、必ずお守り下さい。 

安全にお使い頂く為に 

[安全上の記号と表示] 

誤った取扱いをすると、死亡又は重傷を負う可能性が想定される

場合を示します。 

注意

■ 本製品の導電部分には直接触

らないで下さい。製品の誤動

作、故障の原因になります。

■ 制御線や通信ケーブルは動力

線、高圧線と一緒に配線しな

いで下さい。１０ｃｍ以上を

目安として離して配線して下

さい。 

■ 本製品内に切粉や金属片等の

異物が入らないようにして下

さい。 

■ 本製品は分解、修理、改造を

行なわないで下さい。 

■ 氷結、結露、粉塵、腐食性ガ

スなどがある所、水、油、薬

品などがかかる所では使用し

ないで下さい。製品の損傷、

誤動作の原因となります。 

■ 入力端子には規定の電圧を入

力して下さい。製品の損傷、

誤動作の原因となります。 

 

警告 

■ 本製品をご使用になられる前に必ず本書を

よくお読み頂いた上で、ご使用下さい。 

■ 本製品の設置や接続は、電気的知識のある

技術者が行って下さい。設置や交換作業の

前には必ず本製品の電源をお切り下さい。

■ 本製品は本書に定められた仕様や条件の範

囲内でご使用下さい。 

■ 異常が発生した場合は、直ちに電源を切り、

原因を取除いた上で、再度電源を投入して

下さい。 

■ 故障や通信異常が発生した場合に備えて、

お客様でフェールセーフ対策を施して下さ

い。 

■ 本製品は原子力及び放射線関連機器、鉄道

施設、航空機器、船舶機器、航空施設、医

療機器などの人身に直接関わるような状況

下で使用される事を目的として設計、製造

されたものではありません。人身に直接関

わる安全性を要求されるシステムに適用す

る場合には、お客様の責任において、本製

品以外の機器・装置をもって人身に対する

安全性を確保するシステムの構築をして下

さい。 
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はじめに 
 

 

１） 概要 
   本製品は、Ａ－Ｌｉｎｋ／ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－ⅡシステムにおいてＡ－Ｌｉｎｋ／ＭＥＣＨＡ 

ＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱ対応ユニットとデータ通信を行う、ＰＣＩバス準拠のインタフェースボードです。 

本製品は、パソコン本体のＰＣＩバス拡張スロットに実装して使用します。 

本製品は、６４ビットＲＩＳＣ ＣＰＵ（日立製）を搭載し、上位パソコンとデュアルポートＲＡＭを

介して、データの送受信を行います。 

     

本書をよく読んで、Ａ－Ｌｉｎｋ／ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱユニットとの接続など、システムの

構築を行って下さい。 

 

 

 

 

 
 

１ 
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２） Ａ－Ｌｉｎｋシステム 
   Ａ－Ｌｉｎｋシステムは、高速な 1対Ｎの信号通信システムです。 

１つのＡ－Ｌｉｎｋマスタで６３局までのＡ－Ｌｉｎｋスレーブを運用できます。 

 

   （１）入出力混合最大２０１６点（入力１００８点、出力１００８点）の入出力情報 

      本製品１枚で、最大２０１６点の入出力制御が可能です。また、Ａ－Ｌｉｎｋマスタを追加する 

だけでさらに多点のＡ－Ｌｉｎｋシステムを構築することができます。 

 

 

A-Link ｽﾚｰﾌﾞ 

A-Link ｽﾚｰﾌﾞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    図１ Ａ－Ｌｉｎｋシステム構築例 

 

   （２）専門知識不要 

      アプリケーションは、通信手順（プロトコル）を意識せず、Ａ－Ｌｉｎｋシステムを構築できま 

す。 

   （３）最長２００ｍの通信距離 

   Ａ－Ｌｉｎｋシステム通信ケーブルの総延長 

 

                  ２００ｍ： ６Ｍｂｐｓ時（推奨） 

                  １００ｍ：１２Ｍｂｐｓ時 
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３） Ａ－Ｌｉｎｋシステム構成 

本製品

 

 

 

 

上位システム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図２ Ａ－Ｌｉｎｋシステム構成例 

 

   （※１） ２つのラインの最大接続可能台数は６３局（入力１００８点，出力１００８点） 

（※２） 終端に接続するＡ－Ｌｉｎｋスレーブには終端抵抗内蔵コネクタ（ＨＬＳ－ＥＮＤ）を取付 

        けて下さい。 

        （終端抵抗内蔵のＡ－Ｌｉｎｋスレーブの場合には終端抵抗（ＴＥＲＭ）をＯＮにして下さ 

い） 
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４） Ａ－Ｌｉｎｋシステム機能 
    

Ａ－Ｌｉｎｋシステムは、信頼度の 

高い省配線システムです。 

Ａ－Ｌｉｎｋシステムは、４線式全 

二重通信と２線式半二重通信両方を 

サポートしており、シンプルな構成 

で遠距離データ通信を実現します。 

 

 

 

 

 

 

マルチドロップ方式 

Ａ-Link 通信ライン仕様 

項目 仕様 

通信方式 

絶縁方式 

通信速度 

同期方式 

誤り検出 

通信距離 

接続方式 

ｲﾝﾋﾞｰﾀﾝｽ 

4 線式全二重通信/2 線式半二重通信 

ﾊﾟﾙｽﾄﾗﾝｽ絶縁 

6Mbps(推奨)/12Mbps 

ﾋﾞｯﾄ同期 

CRC-12 

100m(12Mbps)/200m(6Mbps:推奨) 

ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ方式 

100Ω 

 

A-Link 

ﾏｽﾀ 

 

A-Link 

ｽﾚｰﾌﾞ 

通信ﾗｲﾝ 

 

A-Link 

ｽﾚｰﾌﾞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図３ マルチドロップ方式接続例 
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   （１）データ応答速度 

      Ａ－Ｌｉｎｋシステムでは１２Ｍｂｐｓの通信能力を持っていますが、通信回線の汎用性を考慮 

し、弊社からは６Ｍｂｐｓの通信を推奨し、それに適合するケーブルを推奨しています。 

Ａ－Ｌｉｎｋシステムの応答速度は、Ａ－Ｌｉｎｋスレーブ局数と通信速度の関係より算出でき

ます。 

 

（１／通信速度）×１８２×局数・・・・・全二重 

（１／通信速度）×３５４×局数・・・・・半二重 

 

 

 

 

 

      Ａ－Ｌｉｎｋスレーブ応答速度 

 

12Mbps 6Mbps(推奨) A-Link 

ｽﾚｰﾌﾞ局数 全二重 半二重 全二重 半二重 

4 60.7μs 118.0μs 121.4μs 236.0μs 

8 121.4μs 236.0μs 242.7μs 472.0μs 

16 242.7μs 472.0μs 485.4μs 944.0μs 

32 485.4μs 944.0μs 970.7μs 1.888ms 

48 728.0μs 1.416ms 1.456ms 2.832ms 

63 955.5μs 1.859ms 1.859ms 3.717ms 
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５） Ａ－Ｌｉｎｋ スレーブアドレスの割当て 
  

   （１）スレーブアドレス設定 

      Ａ－Ｌｉｎｋシステムでは各Ａ－Ｌｉｎｋスレーブ単位にスレーブアドレスの設定を行います。 

設定可能なスレーブアドレスは０ｘ０１～０ｘ３Ｆ（１番～６３番）です。 

Ａ－Ｌｉｎｋスレーブのスレーブアドレスと通信路上の物理的な位置関係は制限されません。ま

た、本製品の持つ受信系統にも、Ａ－Ｌｉｎｋスレーブのスレーブアドレス設定は関与しません。

どの位置に配置しても利用可能です。また、本製品側で設定される運用数の値までが実際のスキ

ャン対象となります。例として、２０局のＡ－Ｌｉｎｋスレーブが存在していて、運用数を８に

設定すれば、Ａ－Ｌｉｎｋスレーブアドレス１番～８番がスキャンされます。９番～２０番のＡ

－Ｌｉｎｋスレーブは電源が入っていても、通信の仲間に入りません。この逆に、２０局のＡ－

Ｌｉｎｋスレーブに運用数を３０に設定した場合、２１番～３０番のスレーブアドレスを持つＡ

－Ｌｉｎｋスレーブが追加投入した時点で、通信の仲間に自動的に入れます。 

 

    注）マルチスレーブアドレスユニット 

Ａ－Ｌｉｎｋシステムでは、各Ａ－Ｌｉｎｋスレーブ単位にスレーブアドレスの設定を行います

が、Ａ－Ｌｉｎｋスレーブによっては複数のスレーブアドレスを使用したＡ－Ｌｉｎｋスレーブ

がありますので、注意して下さい。 

      マルチスレーブアドレスユニットとは、１局のＡ－Ｌｉｎｋスレーブが複数のスレーブアドレス 

を占有するＡ－Ｌｉｎｋスレーブのことをいいます。（ＡＳＣシリーズユニットなど） 

      この場合、１局のＡ－Ｌｉｎｋスレーブが複数のスレーブアドレスを使用することになりますの 

で、Ａ－Ｌｉｎｋマスタ側の運用数の設定および各Ａ－Ｌｉｎｋスレーブのスレーブアドレス設 

定には注意が必要です。同一スレーブアドレスのＡ－Ｌｉｎｋスレーブが存在しないようにして

下さい。 

 

 

 

！     注意 

同一スレーブアドレスのＡ－Ｌｉｎｋスレーブが存在しないようにして下さい。 

スレーブアドレス０ｘ００（０番）は設定禁止です。誤って０ｘ００（０番）に設定してもＡ－Ｌｉ

ｎｋシステムの通信などに支障を与えることはありませんが、そのＡ－Ｌｉｎｋスレーブはスキャン

されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （２）通信方式によるスレーブアドレス設定 

      Ａ－Ｌｉｎｋシステムでのスレーブアドレスの設定はＡ－Ｌｉｎｋスレーブのシリーズによって 

制限がありますのでご使用になられるＡ－Ｌｉｎｋスレーブのユーザーズマニュアルをお読みに 

なり正しく設定して下さい。 

６ 



ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱ／Ａ－Ｌｉｎｋ ＰＣＩ親局                                 はじめに 

 

６） ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱシステム 
     

ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱシステムは、（株）安川電機製通信用ＩＣを使用した高速な１対Ｎの信号

伝送システムです。 

 

ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱシステムの接続形態はＣ１マスタ局が１局、スレーブ局が最大３０局の

バス接続によるネットワークシステムです。必要に応じてＣ２マスタ局を１局接続できます。 

 

ﾘﾋﾟｰﾀ

C2 ﾏｽﾀ局 

(ｻﾎﾟｰﾄﾂｰﾙ)

MECHATROLINK-Ⅱ/ 

A-Link PCI 親局 

SGDS□□□1□A

No.30

SGDS□□□1□A

No.3

SGDS□□□1□A

No.2

 SGDS□□□1□A 

No.1

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱシステムの接続形態 

 

 

 

    注意 

本製品に接続可能なＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱスレーブ局は、サーボパックＳＧＤＳ□□□１□Ａ

のみです。 

！ 
 

 

 

 

 

 

    注意 

スレーブ局数１４局以上接続する場合は、リピーターが必要となります。 

リピーターに関する概要は４－３ （４）リピーター接続に示します。 

！ 
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第１章 一般仕様 
 

 

１－１ 電気的仕様 
項 目 仕 様 

定格電圧 DC5V 
電 源 

電圧許容範囲 DC5V±5% 

消費電流 DC5V のみ供給 DC5V  1260mA 以下 

 

１－２ 環境的仕様 
項 目 仕 様 

使用周囲温度 0～55℃ 

保存周囲温度 -25～70℃ 

使用周囲湿度 30～90%RH(結露無きこと) 

保存周囲湿度 30～90%RH(結露無きこと) 

物理的環境 

使用雰囲気 腐食性ｶﾞｽ無きこと 

 

１－３ 通信仕様 
項 目 仕 様 

通信制御 IC A-Link MECHATROLINK-Ⅱ 

通信方式 

4 線式全二重通信 

2 線式半二重通信 

ｿﾌﾄｳｪｱにより切換え 

2 線式半二重通信 

 

 

絶縁方式 ﾊﾟﾙｽﾄﾗﾝｽ絶縁 

通信速度 
6Mbps(推奨)/12Mbps 

ｿﾌﾄｳｪｱにより切換え 

10Mbps 

 

同期方式 ﾋﾞｯﾄ同期 ｻｲｸﾘｯｸ伝送 

誤り検出 CRC-12  

通信距離 
総延長 100m(12Mbps) 

200m(6Mbps:推奨) 

総延長 50m 

 

接続方式 ﾏﾙﾁﾄﾞﾛｯﾌﾟ方式 

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 100Ω 130Ω 

終端抵抗 基板上に実装 基板上に実装 

外部ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 8 ﾋﾟﾝ ﾓｼﾞｭﾗｺﾈｸﾀ(RJ-45) USB A ﾀｲﾌﾟ 

  

１－４ 質量 
項 目 仕 様 

質 量 130g 以下 
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第２章 各部の名称 
 

 

２－１ 各部の名称と説明 
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№ 名  称 内    容 

LED 点灯条件 

LED 名称 色 内 容 

SCAN 緑 SCAN 開始時点灯 

CHK1(※1) 黄 CHK1 ｴﾗｰ発生時点灯 

 

CHK2(※2) 赤 CHK2 ｴﾗｰ発生時点灯 

 

① A-Link ｽﾃｰﾀｽ LED 

 

(※1)CHK1 ｴﾗｰとは 

    最新の通信でｴﾗｰが発生したことを表します 

(※2)CHK2 ｴﾗｰとは 

    CHK1 ｴﾗｰが連続で 3回以上発生したことを表します 

LED 点灯条件 

LED 名称 色 内 容 

SCAN 緑 通信開始時点灯 

WARN(※1) 黄 WARN 発生時点灯 

 

ERR(※2) 赤 ERR 発生時点灯 

 

② MECHATROLINK-Ⅱ 

ｽﾃｰﾀｽ LED 

 

(※1)WARN とは 

    ｽﾚｰﾌﾞ局に送ったｺﾏﾝﾄﾞがｽﾚｰﾌﾞ局の状態では実行できない状態を表します 

(※2)ERR とは 

    通信、通信周期異常が発生したことを表します 

③ A-Link 通信用ｺﾈｸﾀ  

 4 線式全二重通信 2線式半二重通信 

1 NC NC 

2 NC NC 

3 RXD+ TR+ 

4 RXD- TR- 

5 TXD+ NC 

6 TXD- NC 

7 NC NC 

8 SLD(ｼｰﾙﾄﾞ) SLD(ｼｰﾙﾄﾞ) 

              

  推奨適合ｺﾈｸﾀ：940-SP-360808-A108(ｽﾁｭﾜｰﾄ製) 

推奨工具  ：2906253-01 

2912512-01 

④ MECHATROLINK-Ⅱ 

通信用ｺﾈｸﾀ 

MECHATROLINK-Ⅱ通信ｹｰﾌﾞﾙをこのｺﾈｸﾀへ接続します 

  適合ｺﾈｸﾀ  ：USB A ﾀｲﾌﾟ 

⑤ PCI ｶｰﾄﾞｴｯｼﾞ PCI ﾊﾞｽｲﾝﾀﾌｪｰｽ用ｺﾈｸﾀへ接続する為のものです 
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№ 名  称 内    容 

⑥ ﾎﾞｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽ設定ｽｲｯﾁ ﾃﾞｨｯﾌﾟｽｲｯﾁ設定 

 

 

 

 

 

 

 

2 1 ｽﾃｰﾀｽ番号 出荷時設定 

ON ON 3  

ON OFF 2  

OFF ON 1  

OFF OFF 0 ○  

SW1   

 2 1

ﾎﾞｰﾄﾞｽﾃｰﾀｽ 

複数の基板を PCI に実装した場合の識別に使用
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第３章 設置 
 

 

３－１ 取付け方法 
 

下図のようにＰＣＩカードエッジ部をＰＣＩインターフェースコネクタへ差し込みＭ３のビスで固定します。 

 

                              ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱ／ 

                                      Ａ－ＬｉｎｋＰＣＩ親局 

 

 

 

 

 

ＰＣＩインターフェースコネクタ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ↓      Ｍ３のビスで固定 
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第４章 接続 
 

 

４－１ Ａ－Ｌｉｎｋ接続 
 

       （１） ４線式全二重通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図５ Ａ－Ｌｉｎｋ４線式全二重通信接続例 

 

 

      （※１）終端に接続するＡ－Ｌｉｎｋスレーブには終端抵抗内蔵コネクタ（ＨＬＳ－ＥＮＤ）を取付けて下さい。 

        （終端抵抗内蔵のＡ－Ｌｉｎｋスレーブは終端抵抗（ＴＥＲＭ）をＯＮにして下さい） 
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（２） ２線式半二重通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図６ Ａ－Ｌｉｎｋ ２線式半二重通信接続例 

 

 

    （※１）終端のＡ－Ｌｉｎｋスレーブには終端抵抗内蔵コネクタ（ＨＬＳ－ＥＮＤ）を取付けて下さい。 

        （終端抵抗内蔵のＡ－Ｌｉｎｋスレーブは終端抵抗（ＴＥＲＭ）をＯＮにして下さい） 
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４－２ ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱ接続 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ ＭＥＣＨＡＴＲＯＫＩＮＫ－Ⅱ接続例 

 

 

（※１）１４局以上接続する場合はリピーターが必要となります。 

        リピーターに関する概要は４－３ （４）リピーター接続の章に示します。 
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４－３ ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱ機器間の接続 
 

    【ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱコネクタ】 

 

       （１）内部接続 

ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱコネクタは、下記のように接続されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システムの最終端となる両端には、ＵＳＢ終端抵抗（ＪＥＰＭＣ-Ｗ６０２２）を挿入して 

下さい。 

 

  

       （２）コネクタの仕様 

上記の接続コネクタの仕様を下記に示します。 

 

ｺﾈｸﾀ形式 
名称 ﾋﾟﾝ数 

ﾓｼﾞｭｰﾙ側 ｹｰﾌﾞﾙ側 ﾒｰｶ 

MECHATROLINK-Ⅱｺﾈｸﾀ 4 USB-AR41-T11 DUSB-APA41B1-C50 第一電子工業 

 

 

番号 信号名 説明 

4 SH 未使用 

3 DATA 信号+側 

2 /DATA 信号-側 

1 (NC) 未使用 

ｼｪﾙ SLD(ｼｰﾙﾄﾞ) ｼｰﾙﾄﾞ線を接続する 
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       （３）コネクタ接続形態 

 

 

 

Ｔ 

Ｔ ：終端抵抗 

スレーブ

局 

スレーブ

局 

ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱ／ 

Ａ－Ｌｉｎｋ ＰＣＩ親局 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図８ コネクタ接続形態例 

 

    ※コネクタ数が一つのものは、終端抵抗が内蔵されているので、終端の片端に配置して下さい。 
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       （４）リピーターの接続 

 

          最大スレーブ局数の制限 

 

          ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱケーブル長により、マスタ側ネットワークと延長側ネットワーク

に接続できるスレーブ局数には、下表に示す制限があります。 

 

                     スレーブ局数の制限 

 
区分 ｹｰﾌﾞﾙ長 ｽﾚｰﾌﾞ局数 

30m 以下の場合 15 局以下 
ﾏｽﾀ側ﾈｯﾄﾜｰｸ (※1) 

50m 以下の場合 14 局以下 

30m 以下の場合 16 局以下 
延長側ﾈｯﾄﾜｰｸ (※2) 

50m 以下の場合 15 局以下 

 

 

 

 

 

 

         （※１）ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱの仕様では３０ｍ時１６局 または１５局ですが、 

             ネットワーク上ではＲＥＰ２０００も１局分の負荷となるため、接続可能な局数が 

             １局少なくなります。 

         （※２）延長側ネットワークの終端となるスレーブには終端抵抗を接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         （注意）１.ネットワーク全体での総スレーブ局数は、マスタ局の使用に依存します。 

             ２.ＲＥＰ２０００は局数に数えません。 

             ３.ＲＥＰ２０００の有／無にかかわらず、最小局間距離は０．５ｍです。 

 

       複数使用の禁止 

 

         ネットワーク上にＲＥＰ２０００を複数接続することはできません。 

         実現不可能のネットワーク例を下図に示します。 

ﾘﾋﾟｰﾀｰ
終端抵抗

ﾘﾋﾟｰﾀｰ ﾘﾋﾟｰﾀｰ 

ﾘﾋﾟｰﾀｰ ﾘﾋﾟｰﾀｰ

終端

抵抗

終端

抵抗
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４－４ 接続例 
 

－Ⅱ 
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４－５ 外部配線 
ここでは、外部配線について説明します。 

   

       【盤内配線】 

          伝送ケーブルは以下に示すように他の配線系統と分離し、単独に配線して下さい。 

 

       （１）弱電用ケーブルとの分離 

伝送ケーブルは、弱電用ケーブルと完全に分離（推奨分離距離：１００ｍｍ以上）して下さい。 

 

       （２）操作回路用ケーブルとの分離 

伝送ケーブルは操作回路用ケーブルと完全に分離（推奨距離：１００ｍｍ以上）するか、操作回

路用ケーブルをシールドして下さい。 

 

       （３）主回路用ケーブルとの分離 

伝送ケーブルは主回路ケーブルと完全に分離（表１参照）するか、主回路用ケーブルをシールド

して下さい。 

 

                   表１ 推奨分離距離 

主回路 推奨分離距離 

125V,10A 300mm 以上 

250V,50A 450mm 以上 

440V,200A 600mm 以上 

3～6k V,800A 1200mm 以上 
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       【屋内盤間配線】 

          屋内で盤間配線を行うときの、配線の分離方法について以下に説明します。 

・伝送ケーブルは、金属電線管または金属ダクトに単独で収納し、敷設して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－５－１ 伝送ケーブルの敷設 

 

※金属電線管または金属ダクトの両端は必ず接地し、途中もできるだけ多くの点で接地して下さい。 
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       【屋外盤間配線】 

 

    警告 

各モジュールは、雷サージに対して保護されていませんので、架空配線を行わないで下さい。 

落雷により機器が破損するおそれがあります。 

！ 
 

 

 

 

 

 

       （１）伝送ケーブルの敷設要領 

伝送ケーブルの敷設要領は、「屋内盤間配線」に準じますが、特に次の事項に注意して下さい。 

 

・伝送ケーブルを屋外へ敷設する場合は、必ず地上構造物（鉄骨）に沿って敷設して下さい。 

地上構造物がない場合は、地下ピットや地下トンネルに収納するか、地下埋設として下さい。 

 

建屋間の伝送ケーブル敷設例を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－５－２ 地上構造物に沿って敷設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－５－３ 地下ピッチまたは地下トンネルに収納 

 

・伝送ケーブルを裸で架空配線とすることは避けて下さい。空中電波からの誘導雑音を拾って、伝

送エラーを発生することがあります。 

 

 

 

 

 

 

  図４－５－４ 地下埋設 
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       【接地】 

・接地方法 

 

       （ａ）機器の取付け 

          各モジュールを取付けるマウントベースは、一体構造の鉄材を使用したベース（フレーム）に 

取付けて下さい。 

 

       （ｂ）接地線 

          制御盤には接地用の「Ｅ」端子をつけ、制御盤箱体とこの端子を接続して下さい。また、電源 

モジュールのＦＧ端子と「Ｅ」端子間を接続して下さい。 

「Ｅ」端子から接地極までの接地線は８ｍｍ2（ＡＷＧ８）以上の線を使用して、配線距離ができ

るだけ短くなるようにして下さい。 

なお、接地極までの距離が長い場合は、接地抵抗値と接地線の和が１００Ｗとなるよう接地線の

サイズを太くして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－５－５ 接地線 

 

       （ｃ）接地極 

          接地極は、各モジュールを収納する制御盤にできるだけ近く、他の強電盤（表２のＢグループ）

の接地極とは１５ｍ以上離れた地点に設けて下さい。 

接地抵抗は、１００Ｗ以下として下さい。 

 

       （ｄ）接地の共用 

          ＰＣの接地は単独で行うことが原則ですが、やむを得ず他の制御盤と接地線や接地極を共用する

場合は、下表を目安として下さい。 

 

                    表２ 接地線、接地極の共用 

区分 相手機器 接地の共用 

A ｸﾞﾙｰﾌﾟ 計算基盤､計装関係制御盤､ 

入出力ﾘﾚｰ盤､一般制御回路など 

共用可 

B ｸﾞﾙｰﾌﾟ 高電圧主回路盤､大容量ｻｲﾘｽﾀなど 共用不可 

 

       （ｅ）伝送ケーブル 

          伝送ケーブルのシールドケーブルは、２点両端接地とします。 

 

       （ｆ）金属電線管、金属ダクト 

          金属電線管、金属ダクトの両端は必ず接地し、途中もできるだけ多くの点で接地して下さい。 
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       【制御盤の接地】 

 

       （１）強電盤の接地 

ＰＣ盤を動力盤（前ページ表２のＢグループ）と列盤することは避けて下さい。やむを得ず、Ａ

グループ盤を動力盤の近くに接地する場合は、盤を動力盤よりも６０ｃｍ 以上離して接地し、そ

れぞれの接地線及び接地極をできるだけ離して下さい。 

接地線の分離は６０ｃｍ以上、接地極の分離は１５ｍを目安として下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－５－６ 動力盤との分離 

 

       （２）他の制御盤との列盤 

Ａグループ盤同士は、列盤にしても構いません。 

ただし、この場合、各制御盤間はチャネルベースなどを通して導通しますが、さらに接地を確実

にするため、各制御盤の「Ｅ」端子間を８ｍｍ２以上の線で相互に接続して下さい。 

その後、１個所の「Ｅ」端子より接地極へ配線して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－５－７ Ａグループ盤の列盤 
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       （３）ＰＣ盤の絶縁 

ＰＣ盤を鉄骨構造の建屋に接地した場合、ＰＣ盤は建屋を通して接地される形になりますが、通

常は特に支障はありません。 

ただし、ＰＣ盤の近くに動力盤がある場合には、動力盤からの接地電流による接地ノイズの影響

を避けるため、ＰＣ盤を制御盤ごと建屋より接地して下さい。 

そして、ＰＣ盤の「Ｅ」端子を盤専用の接地極に接続して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図４－５－８ ＰＣ盤の絶縁 
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第５章 付録 
 

 

５－１ 品名・型式 
品 名 型 式 仕 様 

MECHATROLINK-Ⅱ/ 

A-Link  PCI 親局 
PCILM01-0 

A-Link:4 線式全二重通信/2 線式半二重通信 6/12Mbps 

MECHATROLINK-Ⅱ: 2 線式半二重通信 10Mbps 

電源:DC5V 供給 

 

 

 

５－２ 外形寸法 
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第６章 コネクタ及びケーブル 
 

 

６－１ ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱ 
 

    （１）標準ケーブル型式一覧 

 

名称及び仕様 形式 長さ(m) 

JEPMC-W6002-A5 0.5 

JEPMC-W6002-01 1 

JEPMC-W6002-03 3 

JEPMC-W6002-05 5 

JEPMC-W6002-10 10 

JEPMC-W6002-20 20 

JEPMC-W6002-30 30 

JEPMC-W6002-40 40 

MECHATROLINK-Ⅱｹｰﾌﾞﾙ 

USB ｺﾈｸﾀ-USB ｺﾈｸﾀ 

 

 

JEPMC-W6002-50 50 

JEPMC-W6003-A5 0.5 

JEPMC-W6003-01 1 

JEPMC-W6003-03 3 

JEPMC-W6003-05 5 

JEPMC-W6003-10 10 

JEPMC-W6003-20 20 

JEPMC-W6003-30 30 

JEPMC-W6003-40 40 

MECHATROLINK-�ｹｰﾌﾞﾙ 

USB ｺﾈｸﾀ-USB ｺﾈｸﾀ 

(ﾌｪﾗｲﾄｺｱ付) 

JEPMC-W6003-50 50 

JEPMC-W6011-A5 0.5 

JEPMC-W6011-01 1 

JEPMC-W6011-03 3 

JEPMC-W6011-05 5 

JEPMC-W6011-10 10 

JEPMC-W6011-20 20 

JEPMC-W6011-30 30 

JEPMC-W6011-40 40 

MECHATROLINK-Ⅱｹｰﾌﾞﾙ 

USB ｺﾈｸﾀ-ﾊﾞﾗ線 

 

JEPMC-W6011-50 50 

ﾀｰﾐﾈｰﾀ(終端抵抗)130Ω JEPMC-W6022 － 

 

    （注意） ・ノイズ等で環境が悪条件の場合は、フェライトコア付きのケーブルを使用して下さい。 

         ・上記のケーブルは弊社では取り扱っておりません。ご購入の際は㈱安川電機にお問い合 

わせ下さい。 
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    （ａ）ケーブルの外観 

 

・ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱケーブル 
       型式：ＪＥＰＭＣ－Ｗ６００２－□□ 

 

 

 

 

       型式：ＪＥＰＭＣ－Ｗ６００３－□□ 

 

 

 

 

       型式：ＪＥＰＭＣ－Ｗ６０１１－□□ 

 

 

 

 

 

・ターミネータ（終端抵抗） 
        型式：ＪＥＰＭＣ－Ｗ６０２２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （注意）ＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱケーブルは、必ず標準ケーブルを使用して下さい。 
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（２）ケーブル内部接続 

モジュール間のケーブル（両端ＵＳＢコネクタタイプ）の内部接続を下図に示します。 

 

ケーブル型式：ＪＥＰＭＣ－Ｗ６００２－□□ 

                 ＪＥＰＭＣ－Ｗ６００３－□□ 

 

シ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サーボパックＳＧＤＳ－□□□１□Ａを接続する場合を下図に示しま

 

          ケーブル型式：ＪＥＰＭＣ－Ｗ６０１１－□□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ＪＥＰＭＣ－Ｗ６０１０－□□、ＪＥＰＭＣ－Ｗ６０１１－□□はＵＳＢコネクタ

のケーブルはＭＲコネクタと線材によりお客様にて作成して下さい。 

   ※終端がＳＧＤ－□□□Ｎ、ＳＧＤＢ－□□□ＡＮの場合の終端抵抗(１３０Ω)はお

   ※シールドの配線について、一般的にはサーボパックのマニュアルどおりでも構いま

   ※ケーブルはＭＥＣＨＡＴＲＯＬＩＮＫ－Ⅱの仕様に基づいてケーブルを作成して下

した場合は、反射波等の影響により正常に通信できません。 

     ネットワーク総長：５０ｍ以内 

最小局間距離  ：０．５ｍ以上 

 ６－３
ールド 

す。 

と片側バラ線です。１：Ｎ

客様にて準備して下さい。 

せん。 

さい。仕様範囲外の接続を
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６－２ Ａ－Ｌｉｎｋ 
 

    （１）コネクタ 

        メーカ    ：スチュワート製 

        型式     ：９４０－ＳＰ－３６０８０８－Ａ１０８ 

 

        ※ 圧着工具はメーカ推奨の圧着工具を使用して下さい。 

 

 

    （２）ケーブル 

        メーカ    ：伸光精線工業製 

        型式     ：ＺＨＴ２６２ＰＳ 

        インピーダンス：１００Ω 

 

 

ケーブルの加工手順については、ＡＬＧＯ省配線シリーズ 通信ケーブル加工手順書（ＤＣ１０１０２

０－Ｂ）を参照して下さい。 

ドキュメントの入手方法は営業窓口にご相談下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ６－４



 

 

ＭＥＭＯ 

このユーザーズマニュアルについて 

 

(１)本書の内容の一部または全部を当社からの事前の承諾を得ることなく、無断で複写、複製、掲載するこ

とは固くお断りします。 

(２)本書の内容に関しては、製品改良の為、お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承下さ

い。 

(３)本書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気付きのことがございま

したらお手数ですが巻末記載の弊社もしくは、営業所までご連絡下さい。その際、巻末記載の書籍番号

も併せてお知らせ下さい。 
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 本社 
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